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１．渋滞ボトルネック検討ＷＧの経緯

■ 第1回(H26.7)、第2回(H27.6)、第3回(H28.2)

埼玉県中央地域の交通状況、南北方向の対策(案)について整理
➾新大宮上尾道路(与野JCT～桶川JCT)のうち、特に与野JＣＴ～国道16号間を優先して取り組む
べき区間として整理

■ 第4回(H28.9)

関越自動車道の交通状況、対策(案)について整理
➾高坂SA及び坂戸西SIC前後の分合流部に付加車線の設置を立案

中央地域に加え、20km/h以下の区間や主要渋滞箇所が集中している
圏央道以南を検討エリアに追加

埼玉県渋滞ボトルネック検討WG

■ 第1回（H30.10）

埼玉県内（圏央道以南）の交通の状況などについて整理
➾圏央道以南の渋滞緩和及び種々の開発計画等に伴う交通負荷増大への対応を図るため、
南北方向、東西方向に具体的な規格の高い道路ネットワークを計画し、早期の具体化を図る。

■ 第2回（H31.3）

埼玉県圏央道以南地域の課題について整理
➾外環道～国道１６号間は、効果的な対策・整備手法の検討を先行して進め、
「埼玉県東部地区道路検討会」を設置し、規格の高い道路ネットワーク整備の検討を進める

2

埼玉県中央地域渋滞ボトルネック検討WG



２．規格の高い道路の必要性 ー外環道開通後の国道４号の交通状況の変化ー

○ 外環道開通後の旅行速度は開通前と比較して、国道４号の国道298号交差付近等で速度が低下しているが概ね変化なし。
また、国道４号（現道）の越谷、草加市内で速度低下が顕著。県平均より１３％低い

○ 外環道開通後の渋滞損失時間は開通前より1.2倍増加し県平均の1.6倍。特に国道4号(現道)の越谷、草加市内で損失が多い。

■開通前後の比較表

※埼玉県平均：高速道路を除く、一般国道の平均

【開通前後の平均旅行速度の変化】 【開通後の平均旅行速度】 【開通後の渋滞損失時間】

○対象路線
国道：4号、4号BP、東埼玉道路

○当該エリア範囲
草加市、越谷市、八潮市、吉川市

出典
○渋滞損失時間
平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
H29.5.25交通量調査結果（※上尾道路H28供用区間の算出に使用）
ETC2.0プローブ
開通前2018年5月、開通後2018年7月

○平均旅行速度 ETC2.0プローブ
開通前：2018年5月 開通後：2018年7月

八潮市草加市

越谷市

吉川市

12h平均旅行速度

増減率

以上増加50%

増加30%-50%

増加10%-30%

未満の増減10%

低下10%-30%

低下30%-50%

以上低下50%

50%以上増加
30%-50%以上増加
10%-30%以上増加
10%未満増減
10%-30%以上低下
30%-50%以上低下
50%以上低下

12h平均旅行速度
増減率
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12h平均旅行速度

路線別速度状況

以上60km/h

未満60km/h

未満50km/h

未満40km/h

未満30km/h

未満20km/h

60km/h以上
60km/h未満
50km/h未満
40km/h未満
30km/h未満
20km/h未満

12h平均旅行速度
路線別速度状況

項目 外環道開通前 外環道開通後

平均
旅行
速度

当該
エリア

26.9
Km/h

25.3
Km/h

埼玉県

平均※
30.0
Km/h

29.0
Km/h

渋滞
損失
時間

当該
エリア

14.9
万人時間/年km

18.0
万人時間/年km

埼玉県
平均※

10.3
万人時間/年km

11.0
万人時間/年km

6%

13%

1.2倍

1.6倍

渋滞損失時間

～10万人時間/年・km
～20万人時間/年・km
20万人時間/年・km～

位置図

八潮市

草加市

越谷市

吉川市

八潮市

草加市

越谷市

吉川市

埼玉県

千葉県

E4

C4

E17

茨城県

C4

東京都

C3

E6

平成３１年３月２２日 第２回埼玉県
渋滞ボトルネック検討ＷＧ資料抜粋



２．規格の高い道路の必要性 ー国道４号のトリップ長ー

【位置図】 【断面別トリップ長】

N

E6

E4

埼玉県

C3

箇所➂

自動車専用道路
圏央道以南エリア

(c) Esri Japan

箇所④

東京都
千葉県

箇所➁

栃木県群馬県
茨城県

北部方面

南部方面

首
都
高
川
口
線

箇所➀

越谷市

草加市

八潮市

三郷市

吉川市

松伏町

川口市

春日部市

杉戸町

宮代町

幸手市

久喜市

白岡市

蓮田市

さいたま市岩槻区

さいたま市緑区

さいたま市見沼区

蕨市

戸田市朝霞市

和光市

さいたま市南区

さいたま市
桜区

さいたま市
浦和区

さいたま市
中央区

さいたま市大宮区

さいたま市北区

伊奈町

上尾市

5%

5%

16%

5%

20%

20%

10%

7%

2%

10%

14%

2%

5%

5%

5%

7%

66%

57%

50%

78%

出典：ETC2.0プローブデータ(2018年7月)

トリップ長の内訳凡例

全車 大型車

埼玉~北部 埼玉~南部 埼玉県内北部~南部 その他 30km未満

11%

9%

22%

20%

29%

26%

14%

17%

5%

27%

29%

9%

7%

6%

6%

16%

7%

7%

44%

26%

22%

34%

トリップ長 30km以上 30km未満

トリップ長
30km以上 30km未満

30km未満

30km未満

トリップ長 30km以上 30km未満

トリップ長 30km以上 30km未満

トリップ長 30km以上 30km未満

トリップ長 30km以上 30km未満

N=9,461

N=32,122

N=11,428

N=1,274

N=10,055

N=7,773

N=2,796

93
7,389

15,2894,885

6,3531,508 18,250

2,270 7,525542

215 113 51 432255

1,990 4392,081 518 2,048697

1,454 6052,907 2,1706632,256

813 188 115 1,236313

N=30,375

箇所➀

箇所②

箇所③

箇所④

22％[2,072台]

50％[15,086台]

43％[13,872台]

34％[3,903台]

66％[842台]

78％[7,885台]

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

N=取得サンプル数
※合計値は表示桁数の関係で一致しないことがある

74％[5,725台]

56％[1,560台]

498

625

4,3853,014

トリップ長 30km以上

トリップ長 30km以上

208

131

1,581

4%

1%

4%
2%
271

696

160

1,184

1,609

199

4%

※北部方面：群馬県・栃木県・茨城県
南部方面：東京都・千葉県

4

1,221
4%

3,218

621

○ 国道４号を通行する車両のODから圏央道以南エリアの交通特性を分析。
○ トリップ長３０ｋｍ以上の割合は、全車合計で約２～５割となるが、大型車のみ抽出した場合には約６～８割まで増加。
○ 大型車のトリップ長３０ｋｍ以上の内訳は、南北方向の埼玉県内と県外の交通や埼玉県を南北方向に通過する交通の合計が
約５～７割と多いことから、機能分担や道路規格を含めた地域交通の見直しが必要。

46%

65%

62%

45%
463

平成３１年３月２２日 第２回埼玉県
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２．規格の高い道路の必要性 ー東北道～常磐道間の一般道路の交通量と交通容量ー

○各断面における国道４号、東埼玉道路と県道１１５号の総交通量は交通容量を超過しており、長トリップが多く流入している。
○このため、一般国道の適正利用を図る必要があるが、物流施設の新規立地などの開発計画により、増大が見込まれる交通
需要への対応も必要となり、既存道路だけではない、新たな規格の高い道路の検討が必要。

■位置図 ■東北道－常磐道間の交通容量

＜断面①：圏央道－国道16号間＞

＜断面②：国道16号－国道463号間＞

＜断面③：国道463号－国道298号間＞

百台/日

百台/日

百台/日
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(c) Esri Japan

凡例

トリップ長割合
■ 10km未満
■ 10～30km
■ 30km以上
交通容量
（百台/日）

40%
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56%
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8% 1%

42%
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50%

0
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R4 県道115号
6%

44%

50%

0

200

400
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断面②合計

百台/日

百台/日

百台/日

越谷市

草加市

八潮市

三郷市

吉川市

松伏町

川口市

春日部市

杉戸町

宮代町

幸手市

久喜市

白岡市

蓮田市

さいたま市岩槻区

さいたま市緑区

さいたま市見沼区

蕨市

戸田市

和光市

さいたま市南区

さいたま市
浦和区

さいたま市
中央区

さいたま市
大宮区

さいたま市
北区

伊奈町

※交通量は平成31年2月7日・14日交通量調査結果
※交通容量は平成27年度全国道路・街路交通情勢調査の24時間交通量と混雑度から算出
※トリップ長割合はH27センサスベース現況交通量推計結果に基づき、各分析断面の通過車両のトリップ長別の割合を整理
※四捨五入の関係で合計値が100%とならない場合がある

E6

E4

埼玉県

C3

N

断面②

断面③

断面①

調査地点
：国道
：主要地方道・県道

東京都

千葉県
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圏央道以南エリア

25%
4% 3%
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35% 48%
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15%

47%

38%
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１．広範囲で速度低下や渋滞損失が発生

・ 外環開通後も、圏央道以南地域の広範囲で旅行速度の低下や渋滞損失が発生。

・ 特に、機能軸①の範囲にあたる越谷市、草加市の南北方向、機能軸③の範囲にあたる

さいたま市を中心とした東西方向の交通で顕著な傾向。

２．一般道にトリップ長３０ｋｍ以上の交通が多く混入

・ 圏央道以南地域を通行する大型車の多くは、トリップ長が３０ｋｍ以上であり、大型車の

約 ５～７割以上が県内の通過交通や県内と県外を移動する広域な交通のため、道路の

機能分担の見直しが必要。

３．周辺開発への支援

・ 物流施設の新規立地などの開発計画により、周辺道路で交通需要の増大が見込まれる。

・ 圏央道以南の主要な一般国道では、多くの箇所で交通容量を超過。

特に、機能軸①の範囲にあたる草加市～春日部市の国道４号、東埼玉道路周辺での開発

計画が多く、更なる増大が見込まれる交通需要への対応が必要。

※機能軸①については、新たに「（仮称）埼玉県東部地区道路検討会」を設置し、規格の高い道路ネットワーク整備の検討を進める
機能軸②③については、引き続きＷＧにおいて検討を進める

・ 機能軸①②③について、圏央道以南地域のポテンシャルを十分に発揮させるため、現在の都市計画や事業中箇所の
進捗状況を踏まえながら、規格の高い道路ネットワークの計画の具体化に向け検討を進める。

・ 機能軸①の外環道～国道16号間については、多くの開発計画が進む埼玉県東部地区の発展を支えるため、効果的な
対策・整備手法の検討を先行して進める。

・ 機能軸③については、埼玉新都心線～東北道間を中心に、広範囲に分布している渋滞等の交通課題について、主要
な路線の利用状況など、さらなる交通分析を行い、計画の具体化に向け検討を進める。

埼玉県圏央道以南地域の課題

※ 矢印は具体的なルートを示したものではありません。

今後の進め方

２．規格の高い道路ネットワークの検討 ー埼玉県東部地区の交通課題ー
平成３１年３月２２日 第２回埼玉県
渋滞ボトルネック検討ＷＧ資料抜粋
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３．第１回 埼玉県東部地区道路検討会の進め方

〇機能軸①②③について、圏央道以南地域のポテンシャルを十分に発揮させるため、現在の都市計画や
事業中箇所の進捗状況を踏まえながら、規格の高い道路ネットワークの計画の具体化に向け検討を進める。

○機能軸①の外環道～国道１６号間については、多くの開発計画が進む埼玉県東部地区の発展を支えるため、
効果的な対策・整備手法の検討を先行して進める。

■第１回 埼玉県東部地区道路検討会の進め方

【埼玉県東部地域の地域特性】
⇒ 埼玉県東部地域の道路の状況や土地利用の状況、開発状況を確認

【東埼玉道路の計画と整備状況】
⇒ 東埼玉道路（専用部）の道路構造、ＩＣの位置、専用部に先行して事業化されている東埼玉道路（一般
部）についての経緯と整備状況を確認

【アクセス道路の計画と整備状況】
⇒ 東埼玉道路のアクセス道路の概要を確認

【第２回検討会に向けた今後の進め方】
⇒ 東埼玉道路（専用部）の整備手法、アクセス道路進捗状況、整備効果の検討・調整

■第２回 埼玉県渋滞ボトルネック検討ＷＧにおける今後の進め方

※機能軸①については、新たに「（仮称）埼玉県東部地区道路検討会」を設置し、規格の高い道路ネットワーク整備の検討を進める
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４．埼玉県東部地域の現状 ー外環道～国道１６号間の開発状況ー

○外環道～国道１６号間では、土地区画整理事業や大型物流施設、大規模店舗が立地し、新規産業団地についても整備中。

工業団地（整備中）※１

工業団地（既設）※１

土地区画整理事業等※２

大型物流施設
（H30年以降操業、10,000㎡以上）※３

大規模店舗
（開業中、10,000㎡以上）※４

大型物流施設
（開業中、10,000㎡以上）※３

8
出典 ※１「埼玉県企業局団地位置図（埼玉県 H30）」、「いばらきの工業団地（茨城県）」他 ※２「彩の国の区画整理(埼玉県、H30.6)」、「春日部市商工振興課」

※３「日本立地総覧2017年版」、「各社HP等」他 ※４「大規模小売店舗名簿 （埼玉県、H30.4)」他
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杉戸町
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東埼玉
テクノポリス
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業務団地

草加八潮
工業団地

JR貨物
ターミナル駅

豊野工業団地

松伏・田島地区
産業団地
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工業団地

E4

E6

C3

埼 玉 県 春日部市
庄和IC周辺地区

越谷レイクタウン

増森工業団地

平方
工業団地

千 葉 県

草加柿木地区
産業団地

JR貨物
ターミナル駅

春日部市庄和IC周辺地区
・指定面積：約109.5ha
・国道４号バイパスと国道１６号の結節点という交通
利便性を生かし、商業・工業・物流系土地利用の
推進により活性化を図る新たな産業拠点。

松伏・田島地区産業団地
・事業面積：約18.3ha (R2年度造成完了予定）
・首都圏の30km圏内に位置し、首都圏各地への良
好なアクセスにより、関東一円を網羅。
・東埼玉道路に近接し、整備後には交通利便性が更
に向上。

越谷流通業務団地
・開発面積：約91.0ha
・首都圏の20km圏内に位置し、卸売業の他、倉庫、
運輸、食品市場などバランスのとれた物流施設を包
括する全国有数の総合流通団地。

出典： 埼玉県「松伏・田島地区産業団地のエントリー」

東埼玉テクノポリス
・開発面積（造成時期）：約35.8ha（H9）
・進出企業数33社が地域経済の中心地として事業
活動を積極的に展開。

草加柿木地区産業団地
・事業面積：約19.4ha (R2年度造成完了予定）
・首都圏の20km圏内に位置し、東埼玉道路の沿線
にあり、道路交通網の優れた地区の特性を活かし地
域経済や雇用創出が期待される。
・エントリー企業10社が決定。

出典：埼玉県「草加柿木地区産業団地の事前エントリー」

至 東京

至 宇都宮
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４．埼玉県東部地域の現状 ー高速道路へのアクセスー

○東北道、常磐道、外環道、圏央道に囲まれた地域には、高速道路へのアクセスで、周辺に比べ時間を要する地域が見られる。
〇国道１６号や国道４６３号でのトリップ長３０ｋｍ以上の内訳は、東西方向の交通が約５～７割と多い。

既存ICから5分圏域

凡例
IC（フルランプ・ハーフランプ）

既存ICから10分圏域
既存ICから15分圏域

出典：ETC2.0プローブデータ（201807-201906）
速度：昼間12時間平均旅行速度

（データが取得できない区間は10km/hで設定）

至 千葉至 東京至 東京至 和光

至

鶴
ヶ
島

至

宇
都
宮

至

成
田

至

水
戸

南西部方面 東部方面

北部方面

東部方面：千葉県・茨城県
南西部方面：東京都
北部方面：群馬県・栃木県

【全 車】
箇所①

箇所②

箇所➀

箇所②

出典：ETC2.0プローブデータ(2018年7月)

N=取得サンプル数 ※合計値は表示桁数の関係で一致しないことがある

トリップ長の内訳
凡例 埼玉~南西部方面 埼玉~東部方面

埼玉県内 その他

東部~南西部 埼玉~北部方面

北部~南西部

６７％

【大 型 車】

東西方向の交通

５０％

６６％

５２％

■ICからのアクセス時間
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中
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４．埼玉県東部地域の現状 ー外環道～国道１６号間の土地利用の状況ー

○外環道～国道１６号間では、国道４号現道や鉄道周辺に開発が進み、ＤＩＤ（人口集中地区）が多く存在。
○一方では、中川周辺には新たな土地利用が可能なエリアが残っている。

出典：平成２７年度 我が国の人口集中地区（総務省統計局）

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡 例

ＤＩＤ
（人口集中地区）
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東
武
野
田
線

松伏町

草加IC

越谷市

春日部市

野田市
吉川市

４

298

16

４
４

４

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

草加市

(

主)

野
田
岩
槻
線

至

東
京

千葉県
八潮市

三郷JCT

至

宇
都
宮

埼玉県

川口市

三郷市

463

至 和光

至 茨城

至

東
京

至

千
葉

至 川越

至 千葉
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５．東埼玉道路の計画と整備状況 ー東埼玉道路の都市計画ー

■東埼玉道路の計画

○東埼玉道路は、外環道～国道16号間の延長17.6kmにおいて地域高規格道路の計画路線として指定（平成６年１２月）。
○自動車専用部と一般部が併設される構造で都市計画決定済み（昭和６３年４月）。
○インターチェンジは８箇所計画されており、各インターチェンジにはアクセス道路が計画されている。

豊野工業
団地

埼玉県

吉川市

草加市
越谷市

松伏町

野田市

八潮市

春日部市

東埼玉
テクノポリス

千葉県

松伏・田島地区
産業団地

草加IC

外環三郷西IC

中川

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

東
武
野
田
線

橋梁① 盛土 橋梁②

川口市

三郷市

IC②

東埼玉道路（17.6km）

IC③
IC④

IC⑤

IC⑥

IC⑦

越谷総合
公園

越谷流通
業務団地

草加柿木
地区
産業団地

越谷
レイクタウン ゆめみ野

地区

IC・JCT①

外環八潮PA
（仮称）

至

東
京

至

宇
都
宮

至 和光

IC⑧

イオン

三郷JCT

サービス
道路

専用部

現道 現道
サービス
道路

※具体的な構造は今後検討

専用部

一般部 一般部

一般部

専用部

■標準横断図

出典：埼玉県、各市町の都市計画図

凡 例

専用部（橋梁）

専用部（盛土）

一般部

東埼玉道路

2車4車

2車4車

4車6車
高速道路

一般国道

その他道路

その他道路（計画）

その他道路

2車4車
新規IC・JCT

外環道IC・JCT

(

主)

野
田
岩
槻
線

【橋梁①区間】

【盛土区間】

【橋梁②区間】

至 茨城

至

東
京

至 川越

至 千葉

至

千
葉



５．東埼玉道路の計画と整備状況 ー東埼玉道路一般部の経緯と整備状況ー

○国道４号の渋滞緩和や交通事故の減少、地域の開発支援を目的に平成元年から自動車専用部に併設する一般部を先行して
順次事業化し、平成17年３月までに八潮市八條から吉川市川藤間が開通。
○現在は、その北側の吉川市川藤から春日部市水角までにおいて用地取得および工事を実施中。

松伏町

草加IC

越谷市

春日部市

野田市
吉川市

４

298

16

４４

４

武
蔵
野
線

東
武
野
田
線

三郷JCT

草加市

(

主)

野
田
岩
槻
線

大間野
七左町

元荒川橋

下間久里北

大泊

八条白鳥

赤沼

神明町

新善町至

東
京

国道４号 東埼玉道路 延長14.4km

延長 5.7km ２車線

（事業中区間）

延長 8.7km ２車線

H16.10
開通済

延長5.4km

H17.3
開通済

延長0.3km

埼玉県

千葉県
八潮市

（開通区間）

八
潮
市
八
條

吉
川
市
川
藤

春
日
部
市
水
角

至

宇
都
宮

越二
谷丁
市目
増
森

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡 例

開通区間
事業中区間

主要渋滞箇所

① 【開通区間】

■東埼玉道路の経緯

S63年度
都市計画決定

（八潮～春日部）

H1年度 事業化（一般部）

（八潮市八條～

越谷市大成町）

H9年度 事業化（一般部）

（越谷市大成町～

吉川市川藤）

H16年10月 開通

（八潮市八條～

越谷市増森二丁目）

H17年3月 開通

（越谷市増森二丁目～

吉川市川藤）

H20年度 事業化（一般部）

（吉川市八條～

春日部市水角）

③ 【事業中区間】

12

② 【開通区間～

事業中区間】

至 春日部市 至 春日部市 至 春日部市

撮影：平成31年3月 撮影：平成31年3月 撮影：平成31年3月

①

③

②

至 八潮市 至 八潮市
至 八潮市

至 和光

至

千
葉

至

東
京

至 茨城

レ
イ
ク
タ
ウ
ン

至 川越



豊野工業
団地

埼玉県

吉川市

草加市
越谷市

松伏町

野田市

八潮市

春日部市

東埼玉
テクノポリス

千葉県

松伏・田島地区
産業団地

草加IC

外環三郷西IC

中川

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

東
武
野
田
線

橋梁① 盛土 橋梁②

川口市

三郷市

IC②

東埼玉道路（17.6km）

６．アクセス道路の計画と整備状況

■アクセス道路の計画

IC 道路名 幅員 車線数 事業の状況 事業主体

② （都）蒲生・柿木川戸線 ２５ｍ ４車線 事業中、一部暫定開通済み 埼玉県

③ （都）越谷吉川線 ２５ｍ ４車線 事業中、一部開通済み 埼玉県、越谷市、吉川市

④ （都）越谷総合公園川藤線 １６ｍ ２車線 事業中、一部開通済み 越谷市、吉川市

⑤ （都）浦和野田線 ２５ｍ ４車線 事業中、一部開通済み 埼玉県

出典：埼玉県、各市町の都市計画図

IC③
IC④

IC⑤

IC⑥

IC⑦

越谷総合
公園

越谷流通
業務団地

草加柿木
地区
産業団地

越谷
レイクタウン ゆめみ野

地区

IC・JCT①

○アクセス道路は、東埼玉道路と国道４号現道などを繋ぐ重要な道路として計画。
○（都）浦和野田線や（都）越谷吉川線などが先行して整備を実施中。
○アクセス道路の事業中区間の整備推進と未着手区間の早期事業化が重要。
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外環八潮PA
（仮称）

■アクセス道路の概要

至

東
京

至

宇
都
宮

至 千葉

至 和光

IC⑧

イオン

三郷JCT

凡 例

専用部（橋梁）

専用部（盛土）

一般部

東埼玉道路

アクセス道路

開通済

事業中

未着手

2車4車

2車4車

4車6車
高速道路

一般国道

主要地方道・一般県道

外環道IC・JCT

その他道路

2車

2車

2車

4車

新規IC・JCT

4車
現道あり

4車
現道なし

4車
現道あり

4車
現道なし

至 東京

至 茨城

至 千葉

至 川越



７．今後の進め方

東埼玉道路（専用部）について、以下の検討・調整を進める

今後の検討課題

○ 外環道～国道１６号間については、多くの開発

が進む埼玉県東部地区の発展を支えるため、

効果的な対策・整備手法の検討を先行して進める

○ 埼玉県東部地域（外環道～国道

１６号間）の交通課題、地域特性

を確認

○ 都市計画決定されている東埼玉

道路（専用部）について、検討を

進める

第２回渋滞ボトルネック検討ＷＧ(H31.3.22)

埼玉県

吉川市
越谷市

松伏町

野田市春日部市

東埼玉
テクノポリス

千葉県

松伏・田島地区
産業団地

豊野工業
団地

ＪＲ武蔵野線

東武野田線

イオン

至 宇都宮

越谷総合
公園

越谷流通
業務団地

草加柿木
地区
産業団地

越谷
レイクタウン

ゆめみ野
地区

至 東京

草加市
八潮市

草加IC
外環三郷西IC

三郷JCT

川口市

三郷市

４

298

16

463

４

４ ４

外環八潮PA
（仮称）
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第１回埼玉県東部地区道路検討会(R1.12.23)

・ 整備手法 ・ アクセス道路進捗状況 ・ 整備効果

事業中
事業中

事業中

事業中

凡 例
東埼玉道路

新規ＩＣ・ＪＣＴ

2車4車

2車4車

4車6車

アクセス道路

事業中

未着手

高速道路

一般国道

主要地方道・県道

ＩＣ・ＪＣＴ（外環道）

2車4車

2車4車

2車4車

事業中


